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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 86,564 3.0 2,584 14.5 2,781 31.2 1,869 52.7

2022年3月期第2四半期 84,010 ― 2,257 △23.0 2,119 △36.4 1,224 △34.7

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　2,473百万円 （14.2％） 2022年3月期第2四半期　　2,166百万円 （44.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 27.94 24.26

2022年3月期第2四半期 17.60 15.40

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 170,593 81,753 47.8

2022年3月期 169,205 82,512 48.7

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 81,591百万円 2022年3月期 82,353百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00

2023年3月期 ― 21.00

2023年3月期（予想） ― 21.00 42.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 192,000 5.3 11,200 23.0 11,600 27.7 8,000 19.3 122.28

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の
会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 72,196,487 株 2022年3月期 72,196,487 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 6,773,352 株 2022年3月期 5,021,981 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 66,924,289 株 2022年3月期2Q 69,557,424 株

（注）期末自己株式数には、役員向け株式交付信託が保有する当社株式を含めて記載しております。また、期中平均株式数（四半期累計）の算定に当た
り、その計算において控除する自己株式に役員向け株式交付信託が保有する当社株式を含めております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項につい
ては、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法について）

　当社は、2022年11月28日（月）に証券アナリスト・機関投資家向け説明会を開催する予定です。この説明会で使用する四半期決算補足説明資料につきまして
は、ＴＤnetで開示するとともに、当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症のワクチン接種の広がりに伴う経

済活動正常化の兆しが見られたものの、新たな変異株による脅威などの不安要素も否定できず、先行きの見通せな

い状況で推移しております。

　また、我が国を取り巻く世界経済につきましても、ロシアのウクライナ侵攻により顕在化した地政学的リスクの

懸念や原材料価格・エネルギー価格の高騰、円安の進行、インフレ懸念など非常に不安定な状況にあります。

　当社グループを取り巻く建設・住宅業界におきましても、民間設備投資は緩やかながら増加基調にあり、建設需

要は底堅さを維持しているものの、鋼材をはじめとした原材料価格・エネルギー価格の高騰、サプライチェーンの

混乱など、依然として不透明な状況が続いております。

　そのような状況の中、当第２四半期連結累計期間の売上高は、86,564百万円（前年同四半期比3.0％増）とな

り、利益面におきましても、販売価格の適正化や利益率の向上、コスト削減など当社グループの全部門において利

益の確保に全力で取り組みました結果、営業利益は2,584百万円（前年同四半期比14.5％増）、経常利益は2,781百

万円（前年同四半期比31.2％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益につきましても1,869百万円（前年

同四半期比52.7％増）となりました。

　セグメントの業績は次の通りであります。

１．シャッター関連製品事業

　大型物流倉庫及び大型商業施設向けの重量シャッター等が堅調に推移しました結果、当第２四半期連結累計期

間の売上高は34,597百万円（前年同四半期比2.7％増）となり、営業利益は2,600百万円（前年同四半期比10.7％

増）となりました。

２．建材関連製品事業

　戸建て住宅・集合住宅向け建材関連製品等が堅調に推移しました結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は

34,226百万円（前年同四半期比3.3％増）となり、営業利益は291百万円（前年同四半期比255.8％増）となりま

した。

３．サービス事業

　緊急修理対応及び定期保守メンテナンス契約等が堅調に推移しました結果、連結子会社文化シヤッターサービ

ス株式会社を中心に、当第２四半期連結累計期間の売上高は12,221百万円（前年同四半期比5.1％増）となり、

営業利益は1,690百万円（前年同四半期比7.2％増）となりました。

４．リフォーム事業

　ビルの改修等を手掛けるリニューアル事業及び住宅用リフォーム事業に注力しており、連結子会社ＢＸゆとり

フォーム株式会社を中心に、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,880百万円（前年同四半期比1.3％増）とな

りましたが、特に新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う影響が大きく、住宅用リフォーム事業が低調に推移し

ました結果、営業損失は22百万円（前年同四半期は営業損失80百万円）となりました。

５．その他

　社会問題化しているゲリラ豪雨等に対する浸水防止用設備を手掛ける止水事業等が低調に推移しました結果、

当第２四半期連結累計期間の売上高は2,637百万円（前年同四半期比3.7％減）となり、営業利益につきましても

334百万円（前年同四半期比9.7％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は170,593百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,387百万円増加しまし

た。流動資産は101,278百万円となり、840百万円増加しました。これは、受取手形、売掛金及び契約資産が減少

（5,289百万円）、現金及び預金が減少（1,781百万円）した一方で、商品及び製品が増加（3,723百万円）、流動

資産のその他が増加（2,300百万円）、原材料及び貯蔵品が増加（1,790百万円）したことが主な要因であります。

固定資産は69,315百万円となり、547百万円増加しました。これは、投資有価証券が減少（725百万円）した一方

で、有形固定資産のその他が増加（526百万円）、のれんが増加（346百万円）、投資その他の資産のその他が増加

（303百万円）したことが主な要因であります。

　当第２四半期連結会計期間末の負債は88,840百万円となり、前連結会計年度末に比べ2,146百万円増加しまし

た。流動負債は64,579百万円となり、11,959百万円増加しました。これは、１年内償還予定の転換社債型新株予約

権付社債（10,000百万円）を固定負債より流動負債へ振り替えたことが主な要因であります。固定負債は24,260百

万円となり、9,812百万円減少しました。これは、転換社債型新株予約権付社債（10,000百万円）を固定負債より

流動負債へ振り替えたことが主な要因であります。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は81,753百万円となり、前連結会計年度末に比べ758百万円減少しまし

た。これは、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上（1,869百万円）により増加、為替換算調整勘定が増加

（1,288百万円）した一方で、自己株式の取得等により減少（1,853百万円）、配当金の支払いにより減少（1,343

百万円）、その他有価証券評価差額金が減少（656百万円）したことが主な要因であります。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、34,237百万円となり、前

連結会計年度末に比べ1,728百万円（4.8％）減少しました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果獲得した資金は3,117百万円（前年同四半期比28.5％減）と

なりました。収入の主な内訳は、売上債権及び契約資産の減少額5,667百万円、税金等調整前四半期純利益3,177百

万円、減価償却費1,939百万円であり、支出の主な内訳は、棚卸資産の増加額5,492百万円、法人税等の支払額

1,955百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果使用した資金は1,185百万円（前年同四半期比116.4％増）と

なりました。収入の主な内訳は、投資有価証券の売却による収入465百万円であり、支出の主な内訳は、有形固定

資産の取得による支出1,406百万円、無形固定資産の取得による支出261百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は3,719百万円（前年同四半期比51.5％減）と

なりました。収入の主な内訳は、自己株式の売却による収入305百万円であり、支出の主な内訳は、自己株式の取

得による支出2,167百万円、配当金の支払額1,341百万円、リース債務の返済による支出549百万円であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2023年３月期の連結業績予想につきましては、2022年５月12日の「2022年３月期 決算短信」で公表いたしまし

た通期の連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 36,454 34,672

受取手形、売掛金及び契約資産 40,740 35,451

電子記録債権 5,848 5,706

商品及び製品 8,484 12,208

仕掛品 1,318 1,580

原材料及び貯蔵品 4,974 6,765

その他 2,729 5,030

貸倒引当金 △114 △136

流動資産合計 100,437 101,278

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,849 10,905

土地 12,949 12,953

その他（純額） 9,953 10,479

有形固定資産合計 33,752 34,339

無形固定資産

のれん 4,021 4,368

その他 4,655 4,704

無形固定資産合計 8,677 9,072

投資その他の資産

投資有価証券 16,111 15,385

退職給付に係る資産 1,713 1,717

その他 8,755 9,059

貸倒引当金 △241 △257

投資その他の資産合計 26,338 25,904

固定資産合計 68,768 69,315

資産合計 169,205 170,593

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 16,892 16,923

電子記録債務 16,208 17,204

1年内償還予定の転換社債型新株予約権付社債 － 10,000

短期借入金 1,504 1,505

未払法人税等 1,767 1,078

賞与引当金 3,809 3,669

役員賞与引当金 154 46

工事損失引当金 289 283

その他 11,993 13,869

流動負債合計 52,619 64,579

固定負債

転換社債型新株予約権付社債 10,000 －

長期借入金 － 34

役員退職慰労引当金 253 251

役員株式給付引当金 － 17

退職給付に係る負債 19,113 19,102

資産除去債務 51 52

その他 4,654 4,802

固定負債合計 34,073 24,260

負債合計 86,693 88,840

純資産の部

株主資本

資本金 15,051 15,051

資本剰余金 12,323 12,319

利益剰余金 57,555 58,050

自己株式 △5,157 △7,011

株主資本合計 79,773 78,410

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,975 2,318

土地再評価差額金 △76 △46

為替換算調整勘定 △515 772

退職給付に係る調整累計額 197 136

その他の包括利益累計額合計 2,580 3,180

非支配株主持分 158 161

純資産合計 82,512 81,753

負債純資産合計 169,205 170,593
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

売上高 84,010 86,564

売上原価 63,069 64,403

売上総利益 20,940 22,160

販売費及び一般管理費 18,682 19,576

営業利益 2,257 2,584

営業外収益

受取利息 8 8

受取配当金 189 171

受取賃貸料 36 35

為替差益 － 298

その他 190 148

営業外収益合計 424 663

営業外費用

支払利息 113 110

持分法による投資損失 257 310

その他 192 46

営業外費用合計 562 466

経常利益 2,119 2,781

特別利益

固定資産売却益 5 2

投資有価証券売却益 271 401

特別利益合計 276 403

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 10 7

投資有価証券売却損 35 －

特別損失合計 46 7

税金等調整前四半期純利益 2,350 3,177

法人税等 1,117 1,303

四半期純利益 1,232 1,873

非支配株主に帰属する四半期純利益 8 3

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,224 1,869

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 1,232 1,873

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 136 △657

為替換算調整勘定 580 739

退職給付に係る調整額 △22 △76

持分法適用会社に対する持分相当額 239 594

その他の包括利益合計 934 600

四半期包括利益 2,166 2,473

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,158 2,470

非支配株主に係る四半期包括利益 8 3

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,350 3,177

減価償却費 1,974 1,939

のれん償却額 235 148

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18 31

賞与引当金の増減額（△は減少） △152 △140

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △89 △107

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） － 17

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 66 △121

受取利息及び受取配当金 △197 △180

支払利息 113 110

投資有価証券売却損益（△は益） △235 △401

固定資産処分損益（△は益） 5 5

持分法による投資損益（△は益） 257 310

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 3,195 5,667

棚卸資産の増減額（△は増加） 1,513 △5,492

仕入債務の増減額（△は減少） △660 817

その他 △1,725 △807

小計 6,633 4,972

利息及び配当金の受取額 227 210

利息の支払額 △113 △110

法人税等の支払額 △2,385 △1,955

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,362 3,117

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） 195 52

投資有価証券の売却による収入 647 465

投資有価証券の取得による支出 △13 △12

有形固定資産の売却による収入 11 7

有形固定資産の取得による支出 △1,313 △1,406

無形固定資産の取得による支出 △226 △261

貸付けによる支出 △47 △30

貸付金の回収による収入 52 52

その他 145 △52

投資活動によるキャッシュ・フロー △547 △1,185

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 55

長期借入金の返済による支出 △125 △20

リース債務の返済による支出 △500 △549

自己株式の売却による収入 － 305

自己株式の取得による支出 △5,056 △2,167

子会社の自己株式の取得による支出 △20 －

配当金の支払額 △1,970 △1,341

非支配株主への配当金の支払額 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,673 △3,719

現金及び現金同等物に係る換算差額 52 58

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,806 △1,728

現金及び現金同等物の期首残高 36,205 35,966

現金及び現金同等物の四半期末残高 32,398 34,237

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2022年８月４日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,751,300株の取得を行いました。この取得等

により、当第２四半期連結累計期間において自己株式が1,853百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末におい

て自己株式が7,011百万円となっております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算定

会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用す

ることといたしました。これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

シャッター
関連製品

事業

建材関連
製品事業

サービス
事業

リフォーム
事業

計

売上高

顧客との契

約から生じ

る収益

33,679 33,118 11,630 2,842 81,271 2,738 84,010 － 84,010

その他の収

益
－ － － － － － － － －

外部顧客

への売上高
33,679 33,118 11,630 2,842 81,271 2,738 84,010 － 84,010

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

2,205 12 201 1 2,420 281 2,702 △2,702 －

計 35,885 33,131 11,832 2,843 83,692 3,020 86,712 △2,702 84,010

セグメント

利益又は損失

（△）

2,348 81 1,576 △80 3,926 370 4,297 △2,039 2,257

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、止水事業、太陽光発電システム事

業、不動産賃貸事業、家具製造販売事業、保険代理店事業、建築設計事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,039百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△2,037百万円、棚卸資産の調整額△１百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

シャッター
関連製品

事業

建材関連
製品事業

サービス
事業

リフォーム
事業

計

売上高

顧客との契

約から生じ

る収益

34,597 34,226 12,221 2,880 83,926 2,637 86,564 － 86,564

その他の収

益
－ － － － － － － － －

外部顧客

への売上高
34,597 34,226 12,221 2,880 83,926 2,637 86,564 － 86,564

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

2,468 14 229 0 2,711 515 3,227 △3,227 －

計 37,066 34,240 12,450 2,880 86,638 3,153 89,791 △3,227 86,564

セグメント

利益又は損失

（△）

2,600 291 1,690 △22 4,558 334 4,893 △2,308 2,584

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(注)１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、止水事業、太陽光発電システム事

業、不動産賃貸事業、家具製造販売事業、保険代理店事業、建築設計事業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,308百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△2,306百万円、棚卸資産の調整額△２百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 　該当事項はありません。
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